
平素は「三菱電機技報」をご愛読いただきありがとうござ

います。“技術の進歩特集”号を発行するに当たり，一言

ご挨拶申し上げます。

2003年度に景気回復の兆しが見え始め，2004年度は新三

種の神器と呼ばれる薄型テレビ，デジタルカメラ，DVDレ

コーダを中心としたデジタル家電が景気を牽引（けんいん）

しました。今後さらに，デジタル化とネットワーク化が進

展し，“いつでも，どこでも，だれでも，何とでも”ネット

ワークに簡単につながるユビキタスネットワーク社会に向

かっていくと考えられます。ネットワークにつながった数

多くのセンサによる環境モニタリング，電子タグや非接触

ICカードを活用した入退管理を行うセキュリティシステム，

外出先からの家電製品の操作などはその一例です。安心・

安全・便利を享受できるユビキタスネットワーク社会を実

現するためには，基幹ネットワークのような社会インフラ

から端末のような個人が使う製品までをカバーする幅広い

技術が必要となります。当社は，重電システム，産業メカ

トロニクス，情報通信システム，電子デバイス，家庭電器

の幅広い分野に携わる総合電機メーカーとして，多岐にわ

たる技術を組み合わせた製品を開発し，ユビキタスネット

ワーク社会の実現に取り組んでいます。また，将来に向け

て国内の研究所と米国及び欧州の研究所が連携してグロー

バルな視野で研究開発に取り組み，国内外の大学や先進研

究機関との共同研究も積極的に推進しています。

最近の研究成果の一例を紹介しますと，当社の暗号技術

の発明に対して全国発明表彰“恩賜発明賞”を受賞しました。

暗号技術を核とする情報セキュリティ技術は，情報システ

ムや通信ネットワークにおけるデータの信頼性を高め，個

人のプライバシー保護や経済活動の円滑化に貢献する，現

代社会において必要不可欠の基盤技術であり，コンピュー

タ，交通，通信，家電など身近なものに幅広く利用されて

います。当社はさらに，物理セキュリティ技術についても，

顔情報を用いた人物の特定のために，歩行者を撮影した映

像の中から人間の顔部分を確実に切り出し，最も写りの良

い画像を記憶するベストショット顔画像記録技術を開発し

ました。さらに，情報系と物理系を統合したセキュリティ

ソリューションの開発を進めています。

情報の分野では，ユーザー認証，アクセス制御，ファイ

ル暗号化により個人情報や企業情報の漏洩（ろうえい）を防

止する情報漏洩防止技術，多様なデータソースと連携して

基幹系業務システムや監視制御システムを構築する産業用

Webアプリケーション構築基盤技術を開発しました。

映像の分野では，画面サイズ60インチ以上のDLP（注）プロ

ジェクタを奥行き20cm以下で実現する超広角光学エンジン，

クラスタ構成のパソコンを用いた並列描画レンダリングに

より100画面までのマルチ大画面に複数のコンテンツを表示

するスケーラブルコンテンツプレーヤー，１枚の液晶パネ

ルの表と裏の両面に同時に別画像を表示するリバーシブル

LCDの開発があります。

通信の分野では，W－CDMA及び無線LANに対応するデ

ュアル端末とモバイルIP技術によりシームレスな無線切換

えを実現するゲートウェイ技術，置くだけでつながるアド

ホック通信が可能で低コスト・低消費電力を特長とする近

距離無線通信方式ZigBeeに対応した無線センサ端末の開発

があります。

エネルギー・産業機器の分野では，発電効率34％のコジ

ェネレーションシステムを実現する固体高分子型燃料電池，

ポンプレス水冷方式で熱輸送方向を任意に設計できるトッ

プヒート型ループ熱サイフォン技術を開発しました。

半導体デバイスの分野では，DVD書き込み速度向上のた

めのレーザダイオードの高出力化（250mW）を達成した高精

度エッチング技術，MEMSデバイスへの適用を目指して鉛

フリーはんだを液滴状に吐出してウェーハレベルの真空パ

ッケージングを実現する技術を開発しました。

基盤技術・生産技術の分野では，RoHS指令に対応した使

用制限物質のスクリーニング技術，フリップチップ実装を

用いた高周波マルチチップモジュール技術を開発しました。

ここにお届けする“技術の進歩特集号”では，いま挙げま

した技術の例を含め，最新の成果をご紹介いたします。

三菱電機グループは，コーポレートステートメント

“Changes for the Better”を制定し，“常により良いものを目

指し変革していく”という決意を表明しました。変化を先取

りして果敢にチャレンジする精神の下，将来を見据え，グ

ローバルな視野に立った研究開発を続けてまいります。

皆様の一層のご助言，ご指導をいただきたくお願い申し

上げます。
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